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:l+読 (1 一 芸 )] (14)
.ハイ=2mcosO
を得る｡この固有値方程式は､いくつかの驚くべき特徴を備えている｡まず､弱い結
合定数の極限では､
Ju--[2-92+49㌢o(94)]
となり､摂動計算から求めた解【51と一致した｡また､強い結合定数の極限では､
Juとm
2_旦
7T (15.)
となる｡この式からわかるように､ボソンの質量〟は､旦>2では､束縛状態が存7T一
在しないことを示している｡また､この式をsine-Gordonの言葉で書き直すと､
i(1-g)(1･藍)
(16)
となり､β2<8汀という関係が得られ､これはColemanの結果【11に一致する｡さら
に､(14)式からわかることは､山assiveThirring模型から作られる束縛状態は､唯一
つに限られるということである｡この結論は､Dashen達の解(5)が､多数の束縛状
態を予想するのに鋭く矛盾する｡
3.Conclusion
我 ･々は､MassiveTbirring模型の束縛状態を議論してきた｡しかし､その解はWKI】
法やBethe仮設法から求めた解とくい違いがあ_ることがわかった｡ところが､Dashen
達の解はこれまで長い間､厳密解であると信じられてきた｡しかし我々は､WKB法
における経路積分が2次までしか取らないことと､Bethe仮設法において連続極限を
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とることによって粒子数密度を求めることが､同じ近似を採用しているのではないか
と疑っている｡それ故に､2つの方法が同じ質量スペクトルを与えたのだと思われる｡
上に述べた状況証拠から､我々は､Dashen達の解の厳密性に疑問を投げかけたい｡
この仕事は､藤田丈久氏 (日大 ･理工)との共同研究である｡
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